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認知症に関する活動計画（概要）

滋賀県作業療法士会では，昨年度に引き続き、認知症にかかわる作業療法士のオンライ
ン交流会を開催していきます。顔の見える関係づくりと、様々な領域で認知症に関わる作
業療法士が課題、情報を共有して認知症支援に関わることができることを目標にします。
また、認知症の人と家族の会との連携についても継続していきます。カフェやつどいな

どの交流会での協力、オンラインでの交流会など多様な交流の場を支援できるよう企画運
営に携わっていきます。また家族の会の方を講師に実際の介護家族について勉強させてい
ただく機会を企画していきます。

世界アルツハイマー・デーでのイベントの企画

士会単独のイベントはありません。認知症の人と家族の会の啓発
イベントには、可能な範囲で協力していきます。

認知症の人と家族の会との連携事業

昨年度から引き続き、若年認知症のつどいを共催で開催します。
「LEAP」と若い世代にもなじみやすい名称で、集まっての交流会
を目指し、年間通じてはオンラインとチャットを活用できるように
枠組み作りはできました。コロナ禍で周知が十分できておらず、当
事者の方とのつながりはまだまだこれからですが、協力士会員を増
やし、士会員自身の地域実践の場につなげていきたいと考えていま
す。
対面でのつどいの必要性の声も聞かれていますので、併せて検討、

協力の形を考えていきたいと思います。

認知症に関わるOT交流会事業

認知症に関わるOTがつながることで、交流会では、作業療法
士同士の顔の見える関係づくり、地域だけでなくまだまだ課題の
大きい施設や病院の作業療法士も含め、様々な領域で認知症に関
わる作業療法士が課題、情報を共有して認知症支援に関わること
ができることを目標にします。

認知症支援にかかる人材育成事業

交流会で明らかとなった課題に対して研修会を
開催します。昨年度は、地域活動局の１支部との
共催で「認知症のアセスメントに関する研修」を
開催しました。
また、近畿連絡協議会での研修で、滋賀だけで

は取り組めないような研修も参加させていただい
ています。（R4年2月開催）


